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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 19日 (2007.6.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 本 体 に 弁 体 に よ り 開 閉 自 在 と な さ れ た 空 気 抜 き 孔 が 形 成 さ れ て い
る 請 求 項 １ 記 載 の 管 端 閉 具 。  
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 管 端 閉 具 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 は 前 記 し た 如 き 構 成 に よ っ て 以 下 の 如 き 効 果 を 奏 す る 。
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 揺 動 部 材 を 付 勢 手 段 の 力 に 抗 し て 上 側 に 揺 動 さ せ た 状 態 で 、
開 口 を 通 じ て 管 に 筒 体 を 嵌 め た 後 、 揺 動 部 材 か ら 力 を 除 い て 揺 動 部 材 を 下 側 に 揺 動 さ せ る
と 、 開 口 の 、 揺 動 部 材 の 自 由 端 側 の 縁 部 と 、 開 口 の 、 揺 動 部 材 の 枢 軸 側 の 縁 部 と で 、 管 を
挟 持 ・ 保 持 す る よ う に な さ れ て い る の で 、 管 端 閉 塞 具 に よ り 配 管 系 に 属 す る 管 の 開 口 端 を
確 実 に 且 つ 簡 単 に 閉 塞 す る こ と が 出 来 、 他 方 、 チ ェ ッ ク 完 了 後 は 揺 動 部 材 を 付 勢 手 段 の 力
に 抗 し て 上 に 揺 動 さ せ 、 そ の 後 、 管 端 閉 具 を 上 方 に 引 き 抜 く こ と に よ り 管 端 閉 具 を 管
よ り 簡 単 に 外 す こ と が 出 来 る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 管 端 閉 具 を 管 端 に 取 り 付 け た 状 態 で 、 管 内 の 空 気 抜 き を 行
な う こ と が 出 来 る 。  
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
　 管 端 閉 具 １ は 、 上 端 が 開 口 し た 管 Ｐ の 上 端 部 に 上 方 か ら 嵌 め 入 れ ら れ る 、 軸 心 を 上 下
方 向 に 向 け る と 共 に 外 周 部 に 環 状 パ ッ キ ン ４ が 嵌 め 止 め ら れ た 、 下 方 突 出 状 の 筒 体 ３ を 有
す る 本 体 ２ を 有 し て い る 。
　 前 記 本 体 ２ に は 、 空 気 抜 き 孔 ６ が 形 成 さ れ 、 こ の 空 気 抜 き 孔 ６ の 上 部 内 周 面 に 形 成 さ れ
た 雌 ね じ 部 ７ に 、 弁 体 ８ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 雄 ね じ 部 ９ が ね じ 嵌 め ら れ て い る 。 弁 体 ８
は 、 下 部 に 環 状 の 当 接 部 材 １ ０ を 有 し て お り 、 こ の 当 接 部 材 １ ０ を 空 気 抜 き 孔 ６ に 形 成 さ
れ た 弁 座 部 １ １ に 密 接 さ せ る こ と に よ り 、 空 気 抜 き 孔 ６ は 閉 じ ら れ る よ う に な さ れ 、 他 方
、 当 接 部 材 １ ０ を 弁 座 部 １ １ か ら 外 す と 、 弁 体 ８ に 形 成 さ れ た 空 気 通 路 １ ２ 及 び 空 気 抜 き
孔 ６ を 介 し て 、 筒 体 ３ の 内 部 が 外 気 に 繋 が る よ う に な さ れ て い る 。  
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 の 使 用 方 法 】
　 揺 動 部 材 ２ ８ を 付 勢 手 段 ３ ０ の 力 に 抗 し て 上 側 に 揺 動 さ せ た 状 態 で 、 開 口 ２ ９ を 通 じ て
管 Ｐ に 筒 体 ３ を 嵌 め た 後 、 揺 動 部 材 ２ ８ か ら 力 を 除 い て 揺 動 部 材 ２ ８ を 下 側 に 揺 動 さ せ る
と 、 揺 動 部 材 ２ ８ が 上 下 に 揺 動 自 在 で あ る と 共 に 枢 軸 ２ ４ の 軸 心 と 直 角 な 方 向 に 移 動 自 在
と な さ れ て い る の で 、 開 口 ２ ９ の 、 揺 動 部 材 ２ ８ の 自 由 端 側 の 縁 部 ２ ９ ａ と 、 開 口 ２ ９ の
、 揺 動 部 材 ２ ８ の 枢 軸 ２ ４ 側 の 縁 部 ２ ９ ｂ と で 、 管 Ｐ を 挟 持 ・ 保 持 す る こ と が 出 来 る 。
　 そ の 後 、 配 管 系 の 他 の 管 の 開 口 に も 管 端 閉 具 １ を 取 り 付 け た 後 、 弁 体 ８ の 当 接 部 材 １
０ を 弁 座 部 １ １ よ り 離 し て 、 空 気 抜 き 孔 ６ よ り 空 気 が 抜 け る 状 態 と し た 後 、 配 管 系 に 水 を
充 填 す る 。 そ の 後 、 弁 体 ８ の 当 接 部 材 １ ０ を 弁 座 部 １ １ に 当 接 さ せ て 、 空 気 抜 き 孔 ６ を 閉
じ て 配 管 系 を 密 閉 空 間 と し た 後 、 配 管 系 内 の 水 に 圧 力 を 加 え て 、 配 管 系 に 漏 れ が な い か を
チ ェ ッ ク す る 。
　 チ ェ ッ ク 完 了 後 、 前 記 と 逆 の 手 順 で 管 端 閉 塞 具 １ を 管 Ｐ か ら 外 す 。
 

(2) JP 2002-89777 A5 2007.8.2

塞

塞


	header
	written-amendment

